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. 未来は規格に支配される?
我々は、 ここ数年の技術変化とそれに続く

大変動を垣間見ることで、世界経済の将来に

不安を抱く。しかし、我々が楽観視しているの

にはそれ相応の理由がある。世界における急

速な変化は、国際連携と国際規格への関心を

よみがえさせ、国際協調が以前よりも重要にな

るからである。

変化は今に始まったことではない。ノーベル

賞受賞者ボブ・デイランは、 1964年に「時代は

変わる…」と歌ったが、今日が過去と異なるの

は変化の速度である。トーマスフリードマン氏

は「遅れてくれてありがとう」と題した著書を

出したが、サブタイトルは「加速の時代」であ
る。加速の時代においては、世界は繁栄できる

かどうかの岐路に立っていることを我々は考え

なければならない。フリードマン氏は、 IoTテク

ノロジ一、グローバル化及び気候変動が、世の

中の制度を急速に作り変えていると主張する。

我々はみな、遅れずについていくか、置かれて

いくかを覚悟する必要がある。

《世界製》

フリードマン氏の著書に記載されている急

速な変化の証拠は私たちの周りの至るところ、

私達の生活のあらゆる部分にある。今日会社

は製品の設計や部品の製造から組み立て及び

マーケティングに至る社の業務を世界中で分

担して国際的な生産チェーンを構築してい

る。

いまや 「イギリス製」や 「フランス製」は無く

「世界製」である製品ばかりである。 グローパ

ル化は世界中の経済と文化をつなげる。例え

ばカナダで販売される車は、 フランスで設計さ

れ、部品はオーストラリアのものであるかもし

れない。イギリスで売られるズボンは、タイの工

員により南アフリカの綿から作られている。関

税及び輸送費が低くなった世界では、貿易パタ

ーンは変化し、生産はさらに分割され、世界中

に散在している。製品の一部や部品は、 数カ国

の何社もの会社を通って生産され、消費者に

届けられる。グローバル・バリュー・チェーンと

称される貿易パターンでは、 国際規格を使用す

ることがいっそう重要になる。 国際規格を遵

守することで、売り手と買手にバリュー・チェー

ンに沿ったインプット、アウトプットは、世界基

準に適合していて安全であるという信頼感を与

える。

ある場所での成功または失敗が、世界中の

人々に影響するので、この相互依存性、システ

ム化は国際社会に重大な結果をもたらす二

《変化及び障害》

状況はパラ色 [順風満帆]というわけではな

い。 貿易の自由化が、国際貿易に対して関税を

下げるのに役立っている一方、世界中の国で非

関税措置の重要性が増している。関税に比べ

ると非関税措置は時には不透明であり、 貿易

に与える影響が暖昧であることが多い。食物中

の残留農薬 (食品の安全性)やおもちゃの毒素

(小児保健)を制限するものなどへの政府の

法律、 規制、 方針、またはプラクティスはすべて

正当化される。貿易への技術障害に関する

WTO委員会 (TBT委員会)は、 最近規格の遵

守の表明に重点的に取り組み、 非関税障壁に

関する問題点を浮き彫りにしている。しかし、

規格及び規制の要求事項を守らない参加者が

いることは大きな課題であり、 国際貿易には大

きな障害 u、一 ドル]である。この問題に取り

組むために、 WTO (世界貿易機関) 、 国連経済

社会局 (UN DESA) 及び国際貿易センター

(ITC) は最近共同で、利害関係者たち(政

府、 産業、 SMEs、市民社会)とePingという
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「海外市場の製品要求事項を把握する役に立

つJ 新しいアラート制度を立ち上げた。

《楽観主義が広がる〉

将来待ち受けているグローバルな貿易の新

局面を理解するためには、国際規格がどう役

に立つかを知ることが重要である。「規格は国

際貿易に不可欠で、貿易は経清成長の達成に

は重要な要素である。」とMs.J'\ラミッタ氏は
述べる。「規格は、売買される製品(特に開発

途上国からの製品)が一定の要求事項を忠実

に守っていることを証明することにより、それ

らの製品の品質と安全に対する信頼を育み、

環境問題について条件を平等にし、有害なプラ

クティスから消費者を保護する役に立ち、テク

ノロジー及びベストプラクティスを広めて中小
企業が国際的に競争するのを助ける。」現代の

経済構造(テクトニクス)が変化している中t

持続可能かつ包括的な開発の推進、不平等へ

の取り組み、また国連の持続可能な開発目標

(SDGs) への取り組みに国際規格は重要な

役割を果たすことができる。パラミッタ氏は言
う。「国際社会は市場アクセスの障壁に、持続

的かつ体系的に取り組むことを誓った固たとえ

ば、持続可能な開発のためにグローバル・パー

トナーシップを強化するととに関するSDG17
には、開発途上国の輸出を増やし、最貧困から

の輸出への市場アクセスを促進するという約

束が含まれている。」さらに彼女は言う。「貿易

と関連したSDG 17目標には、 WTOのドーハ

開発アジエン長つまり主要な目的の1っとして

開発途上国からの輸出への市場アクセスの改
善に努める一連の貿易交渉を完了させること

を必要、あるいは前提とするものがある。国際

規格は、世界銀行グループにとっての最重要項

目であり、持続的経済成長を支援し、よいプラ

クティスを規定するのを助け、技術的障壁を減

らすことにより聞かれた園際貿易を促進するこ

とにおいて大きな影響を与える。世界銀行グル

ープのISOとのパートナーシップが優れた例で

ある。それにより私達のクライアントはISOの

技術的専門知識が得られる。私達の共同の優

先事項には、分析活動、技術援助、共同のトレ

ーニングやイベントが含まれる。 」

世界銀行グループは民間セクター(企業)の

協力が規格のアジェンダの中心となると考えて

いる.貿易に参加するために開発途上国の会

社が規格を用いるのを助けるために、開発のパ

ートナーがどのように設計をして活動を行うか
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に変化が起こっている。今や、官民のパートナ

ーシップはもはやオプションではなく不可欠で

ある。

《展望》

世界には障壁、取引協定があるが、新たな

組織聞の提携や国際協力が求められている。

この期待できる世界的アジエンダを実際に達

成するには、世界中の人々が行動を起こす必要
がある。言い換えれば、成功するにはパートナ

ーシップが必要である。我々はみな、聞かれ

た、公正な取引の思恵を受ける者である固私達

はみな、密接に結ぼれている世界での持続可

能な開発及び経済成長の鍵である国際規格の

思恵を受ける者である。我々は欠点や弱点の

ない完全無欠な世界に住んでいない。しかし私

達は完全になりうる世界に生きている。長い目

で見れば、私達は共同で進歩を遂吠変化し、

努力して進むというととを歴史は示している。

私達は協力して貿易障壁を減らし、より安定

し、透明な取引及び投資環境を作り出すこと

ができるので、世界の人々に真の変化をもたら

すことができる。国際規格は私達の今後の経

演の成長要因である。置いていかれるかはわ

からないけれども、遅れずについていくために

協力しよう。

ht知8://www.iso.org/news/ref2201.hむnl

技術革命の形勢を一変させる静かな物事
技術革命はあたかも私達が現実の(実在す

る)魔法、つまり夢を現実に変える私たち自身

の強大な力に到達するようなものだ。テクノロ

ジーとは、 自然の限界を超えて私達の生活と

世界を変える方法である。空や深い海は、もは

や手の届かない所にはない。テクノロジーを用

いて、私達はさらに先へ・高くに行く乙とがで

きる.

私たちとテクノロジーとの関係は、人聞が初

めて天然資源を基本的なツールに変えた時に

始まった。しかし、 画期的な大発見のスピード

は今までに例を見ない。それは勢いを増し、私

たちの暮らしをがらりと変えている。例えば、

3次元印刷として一般人に最も知られている積

層造形の進歩により、手足を失った子供の親

の中には、何分の1かの費用と時間で自宅にい

ながらにして簡単な人工装具を「印刷する」こ

とができた親もいる。

イギリスを拠点とするOpen Bíonicsという

新興企業は、この人生を変えるような機器の法



外な価格を劇的に下げるであろう、 3次元プリ

ンターで製造され機能する人工[バイオニッ

ク]義手のプロトタイプ(試作モデル)によって

最近積層造形を次のレベルへと引き上げた。

SF小説のテクノロジーがついに軌道に乗り

つつある。ようやく昨年、ソーラー・インパルス

の有人固定翼機が、太陽電力によって世界を

一周することができることを証明した。また、

スマートフォンを個人の気持ちで(思い通りに)

操作する方法の開発に取り組んでいるとフェイ

スブックが発表した時話題になった。次は何

か?

《変わりゆく物事の動き》

私達に十分な時間が与えられているなら達

成できないものがあると想像することはいっそ

う難しくなっている。どちらが私達を驚かせる

のか。つまりテクノロジーと私達との関係はど

のように変わるのか?人々にとってどのような

結果になるのか?テクノロジーを利用すること

(技術へのアクセス)は人権になったのか?こ

れらの答えを出すためには、まず、どのようにこ

こに至ったかを理解しなければならない。興

味深いことに、国際規格の出現はこのハイテク

ブームで予期せぬ役割を果たした。イノベーシ

ョンが堅実で成功するために規格が提供した

堅固な基礎がなければ、私達が今日の状態に

なるにはもっとずっと長くかかったであろう。

規格化の最も基本的な恩恵(メリット)のうち

適合'1主と相互運用』性の2つをとってみてくださ

い。これらは、クレジットカードを世界中のあら

ゆるマシンが読み取ることを、さまざまなプロ

グラムがコンピュータファイルを理解すること

を、機器が他の機器と接続することを可能にす

るものである。これらがなければ、新しいテク

ノロジーは既存のテクノロジーで作動しないだ

ろうし、 IoT物のインターネットは可能でないだ

ろう、また電気自動車のようなグリッドベース

のイノベーションの採用はずっと複雑になるで
あろう。もちろん人間は、古代から規格で定め

られた測定、プロセス、及び工学一般に頼って

いる。しかしISOが70年前に出現した時、前例

のない何かが起こった。初めてスクリューから

航空機に至るいくつかの技術分野に関する規

格が、世界が提供しなければならない最良の

専門知識を用いて一貫'1主をもって開発され、世

界的なレベルで適用されていた。従って、規格

が恩恵を施す規模は急激に拡大し、世界のあ

らゆる場所から資源、才能、能力を一緒に出し
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あうことができるようになった。

《賢者は皆同じように考える》

最初から、 ISOは他と関わりを持たないで作

業することはしなかった。各国の規格機関のネ

ットワークとして設立され、常に国際組織や他

の重要な利害関係者と緊密に協力した。例え

ば、国際電気標準会議(IEC) とのパートナー

シップにより、技術規格に関する最大かつ最も

多くの規格を生み出す委員会の1つである

ISO/IEC JTC 1、情報技術を生み出した。

実際、初期のISO委員会は主に技術に関連

していたので、規格により部品やアプリケーシ

ョンについて専門に扱いやすくなったために、

メーカーは製品を初めから作る(ゼロから作り

上げる)必要がなかった。例えば、車の生産業

者は、タイヤを外注(アウトソース)してコストを

削減し、投資を効率化することができた。ナッ

トやボルトから、車や船に至るまで、国際規格

はいつもその時代のテクノロジーを反映し、大

量生産及び規模の経済の発展を支援してきた。

今日、規格に記載されているような共有知

識やオープン・システムがイノベーションを多

様化し、民主化してきた。スマートフォンを例に

とってみよう。アンドロイドなどの既成のオペ

レーティングシステム (OS) により、電話メーカ

ーが資源をハードウェアに集中させることが可

能になる。誰もが、懐中電灯だろうが、高度計、

あるいはアーノルド・シュワルツェネッガーの声

で話すGPSまでもアプリを作成してダウンロー

ドできるので、機器に私達がどのツールを望ん

でいるのか開発者はもう考える必要がない。

もちろん、 OSの開発者が、誰でも使うこと

ができる共通語を提供するアプリケーションプ

ログラムインタフェース (API)をリリースする

場合にのみ可能である。共通言語という考え

(概念)も規格化の核(中心)なので、専門用

語、語葉、及び統一された測定に特化したISO

規格が何百もある。これは革新的でないよう

に聞こえるかもしれないが、このような規格が

ない国際協力をあなたは想像できますか?

1999年にNASAは、宇宙局はメートル法に頼

った(を利用した)が、パートナーの技術チー

ムがヤードポンド法を使ったことにより 1億

2500万ドjレ相当の火星探査機を失った。探査

機は打ち上げ直後空中で爆発した。考えが同

じでないことは最悪の結果を招くことがある。

https://wwwおo.org/news/ref2202.html
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自信を持って審査に臨む規格解釈

(4粉テクノファ
IS014001主任諸舗 元虞祐治

今回の解説では、 4.4環境マネジメントシステムにある「必要なプロセスj について、

どのように解釈し適用させるとよいか、その考え方を取り上げたいと思います。

<4.4への対応>
JIS Q 14001:2015 (以後、新規格)では、『手順J に代わって「プロセスJ という用語が使用されてい

ます。このEMSにおけるプロセスとは何なのかをはっきりさせる作業が必要です。

4.4 環境マネジメントシステム

環境パフオ}マンスの向上を含む意図した成果を達成するため、組織は、この規格

の要求事項に従って、必要なプロセス及びそれらの相互作用を含む、環境マネジメ

ントシステムを確立し、実施し、維持し、かつ、継続的に改善しなければならな

い。

環境マネジメントシステムを確立し維持するとき、組織は、 4.1及び4.2で得た知識

を考慮しなければならない。

実は、耳S Q 14001:2004 (以後、旧規格)でもプロセスという用語カt規格本文で2カ所(4.4.4/4.5.5)

規定されていました。

4.4.4 文書類

環境マネジメントシステム文書には、次の事項を含めること。

a) 環境方針、目的及び目標

~中略~
e) 著しい環境側面に関係するプロセスの効果的な計画、運用及び管理を確実に実施

するために、組織が必要と決定した、記録を含む

4.5.5 内蕗監査

監査員の選定及び監査の実施においては、監査プロセスの客観性及び公平性を確保

すること。
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一方、「手順J の定義は、『活動文はプロセスを

実行するために規定された方法」となっていま

す。これらのことから、 4.4の「必要なプロセ

ス」とは、幾つかの考え方が成り立ちます。一

つ目は、規格要求事項を満たすための活動。二

つ目は、事業プロセス(活動)そのものが、

「必要なプロセス」であり、そこにEMSの要

求事項を当てはめるという考え方。三つ目は、

二つの組み合わせを「必要なプロセス」とする

考え方です。

しかし、著しい環境側面を決定するための手

順を確立することが要求事項であったため、

「プロセスJ という概念をあまり深く考えるこ

とはありませんでした.改めて、「プロセス」

の定義を見てみると、「インプットをアウトプ

ットに変換する、相互に関連する又は相互に作

用する一連の活動』と定義されており、日本語

で言えば「活動J のことになります。新規格で

は、プロセスという用語は、 4.4と 8.1以外に

4 か所 (6. 1. 1 、 7.4.1 、 8.2及び9.1.2) に登場

し、それぞれプロセスの確立を求めています。
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箇条5 リーダーシップ(5.1 ， 5.2, 5.3) 
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箇条7 支媛(7.1 ， 7.2, 7.3, 7.4, 7.5) 
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園 1 . JIS Q 14001 :2015の全体像

そこで、要求事項と部門との闘係をフロー図で

表したものが、表 1 となります。要求事項への

具体的な適用方法は、環境マニュアルの該当す

る条項に手順を規定するので、これで規格の要

求事項に従って、必要なプロセス及びそれらの

相互作用を含む、環境マネジメントシステムを

確立することが出来ます。
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図 1 は、規格全体の構造を表しています。真

ん中の四角枠にある組織の網掛け箇所が新規の

要求事項 (4.1/4.2、 6. 1. 1 、 6. 1.4) となりま

す.この図は、規格全体の構造 (PDCAサイク

ル含む)及び規格のつながり(相互作用)を理

解するのにはわかりやすいと思いますが、部門

とのつながりはこの図からは分かりません。
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嚢 1 .蝿格要事事頂をペースにしたマネジメントシステムフロー園
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一方、事業プロセス

(活動)を主体に必要

なプロセスを考える

と、図 2、図 3 となりま

す.図 2は、事業プロ

セス(活動)で行う環

境関連活動 (62、 7.2.

8.1、 9.1、 9.2関連)を

表しています巴

図 3 は、事業プロセ

ス(活動)にEMSの要

求事項が適用されると

とを示しています。

「受注活動J にEMSの

要求事項がぶらさがっ

ていますが、設計活

動、購買活動、製造活

動、検査活動にも同様

にぶら下がります。そ

して、事業プロセス

〈活動)と規格要求事

項の闘係を組織全体に

表したものが表2 とな

ります。

} i明廿|;
組
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帽
の
肉
部
及
び
外
郁
の
課
題
/

利
害
聞
係
者
の
-
T
ズ
及
び
期
待

園2. 膚筆活動とEMS謡曲の全体価
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圃3. 事箪活動とEMs.m事項との開通園
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らもインプットをアウトプット

に変換する活動であればi 何で

もプロセスとなります。附属書

A.8.1にプロセスの説明があり

ます.この説明をそのまま図に

表すとタートル図のイメージに

なります(図4参照o . 
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このようにタートル図でプロセスを表現す

ることも可能です。 EMSで最終的にやりたい

ことは、意図した成果の達成であることを念

頭に組織の必要なプロセスを考えてみてくだ

さい。今回ご紹介した幾つかの例がご参考に

なれば幸いです.

以上
圃4. タートル圃{割遭プロセス)
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{ テクノフア最新ニュース l 
強加

鍾長 お早目にお申込みください! 曹 主主ノ

Technology Transler 2017年テクノファ年次フォーラh
|テーマ :2015年版移行が終わった後に何をして行くか! (仮題) I 
育大阪開催(大阪科学技術センター) : 2017年12月20日(水) I 

*東京開催(きゅりあん/大井町) : 2017年12月26自(火f- < 1 *申込み :
i 会員 :9月下旬開始

権**詳しくはHPをご覧ください*** I 
http://www.t~~hn~f~~:c~.jpí~~~~i~i/fr17tk.html l 一般: 10月初旬開始

質の高いコンサルタントが直接指導いたします! ! 

1509001/15014001 
2015年版移行

し
プロセスアプローチによる - 1
品質マネジメント キ」

システム構築と運用

20年以上の歴史と

ノウハウ

充実した資料提供

&手厚いサポート

マネジメントシステム
構築(認証取得)

運用支援

コンサルテイング

IS09∞1/14∞1 マ二ユアル移行ザポートサービス

53容S? >一一一一一一一一二P
自組・の仕組みに合う
ように検討して

企画・編集/株式会社テクノファ

テクノファのマニュアル移行
サポートサービスは・. . 

.2015年版に盤ぺ笛え
・差分を表示{明電他)
・解説文、線絡解説
テキスト (PDF) 何
をデータで返却します

現行のマ

ニュアJレと

2015年版

の差分分析

を迅速に行

いますh
面倒な行程

はお任せく

ださい。

(PDFファ

イルの解説
文・図付き)
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